


浄化槽７０年の歴史
令和３年。２０２１年。環境問題を重視して単独浄化槽の新設が原則禁止になってから２０年が
経ちました。はじめて浄化槽が出来たのは７０ほど年前、昭和２５年くらいだと言われています。
戦後から高度経済成長期、バブルの崩壊、平成に入っての様々な災害、インターネット環境の進
化。７０年で全く違った世界になっています。浄化槽も同じで、初期の浄化槽と今の浄化槽は全く

の別物。大きく分けるならば、単独浄化槽と合併浄化槽、合併浄化槽も２０００年を境に前後で
分けるのがわかりやすいでしょうか。各種類によって性能もメンテナンスも全く違います。例えばで
すが、自動車を２０年乗り続けている、と言われると結構頑張っている感覚がしませんか？浄化槽
も同じで特に単独浄化槽は経年劣化がだいぶ進んできています。

浄化槽の使用期限は２０年～３０年と言われています。表で確認すると単独の分離接触ばっ気で少
なくとも２０年。分離ばっ気、全ばっ気の型式に至っては少なくとも３５年以上経過しており、試用期
限を大幅に超過していることがわかります。修理修繕を繰り返し行っても、どうにも継続使用が難し
く無理になる事も多くなってきます。その際には表の補助金を活用して合併処理に転換する。下水地
区であれば下水道接続を検討することも選択肢の一つとお考え下さい。
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